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研究成果の概要：　これまでマルチテンプレートマッチング法が主流であり、高セキュリティ・高速認証の実現
が困難であったオンライン署名照合において、本研究では、個人内変動を考慮した平均テンプレート生成法と複
数の距離指標を重み付け統合した距離指標算出法による新規テンプレートマッチング法を構築し、署名変動への
耐性強化と高速化を同時に図りながら照合性能の改善を試み、従来手法よりも性能面・運用面ともに有効な成果
を得た。

研究分野：人間情報学およびその関連分野

キーワード： 署名照合　法科学　バイオメトリクス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本提案手法は、本人の登録署名から生成した平均テンプレートを用いるため個人情報保護対策に有効なうえ、
平均テンプレートと入力署名間の１比較のみで高速照合が可能であり、高セキュリティ・高照合性能・緊急対応
が要求される科学捜査に貢献できる。
　さらに、本提案の複数時系列データからの平均テンプレート生成法は、オンライン署名照合のみならず、同様
の時系列データを扱う生体医療データ解析、災害リスク分析等の他分野への応用にも貢献できる。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
  署名照合は、筆者固有の書き方に着目しながら署名の真偽を照合する手法であり、科学捜

査やバイオメトリクス認証等で広く活用されている。一方、近年のディジタル端末の普及で
動的情報に基づくオンライン署名の利用機会が急増する中、高照合率を発揮しつつ高セキュ
リティ・高速認証を実現するオンライン署名照合の対策は喫緊の課題である。しかし、従来
のオンライン署名照合では、マルチテンプレートマッチング法が主流であり、その場合、高
照合性能を発揮できる一方、認証時には全ての参照署名データをシステムに保持しながら入
力署名と比較する必要があり、高セキュリティ・高速認証の実現は困難であった。 

そこで本研究は、オンライン署名照合において、個人内変動を考慮した参照署名セットか
らの平均テンプレート生成法、平均テンプレートと入力署名間から計算される複数の
dynamic time warping（DTW）を機械学習で算出した距離重要度により重み付き統合する
距離指標算出法から成る新規シングルテンプレートマッチング法を提案することによって、
性能面・運用面の両方の観点から総合的改善を試みた。 

 
 
２．研究成果 
 (1) 提案手法 

本提案手法の概要を右図に示す。 
まず、ディジタル端末から取得したペン位置座

標・筆圧の時系列データから成る参照署名セット
に対し、前処理（サイズ・位置補正）、関数ベース
の特徴抽出を行う。 
次に、登録フェーズでは、本研究で新規提案の

Euclidean barycenter-based DTW barycenter 
averaging（EB-DBA）により参照署名セットの
平均テンプレートを生成し、Gradient Boosting
による距離重要度算出を行う。 
認証フェーズでは、テスト署名と対象筆者の平

均テンプレート間で複数の DTW を計算し、距離
重要度を用いてそれらの重み付き DTW を算出後、
閾値との比較により真筆／偽筆を判定する。 

 
(2) 実験結果 

本提案手法の有効性を確認するため、実際に公開署名データセットを用いて、先行研究の
各手法との比較実験を行い、照合性能を等価エラー率 equal error rate（EER）により評価
したところ、本提案のオンライン署名照合法を適用することで、最小の等価エラー率を達成
した。 

 
 (3) まとめ 

本提案手法は、近年利用機会が急増しているオンライン署名照合について、参照署名セッ
トから算出した平均テンプレートと距離重要度に基づく重み付き DTW を用いた新規シング
ルテンプレートマッチングを構築することで、従来のマルチテンプレートマッチングよりも
DTW の計算回数を大幅削減し高セキュリティ・高速認証を図ることができたうえ、実際に
公開署名データセットを用いた比較実験において先行研究よりも高い照合性能を達成でき、
性能面・運用面ともに有効な成果を得た。 
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